
(57)【要約】

【課題】複数の２次元画像から、鮮明な３次元画像を生

成する。

【解決手段】本発明の画像処理装置１０は、２次元の画

像を撮影する撮像手段１１と、複数の２次元画像１５か

ら３次元画像１６を生成する画像生成手段１２を具備し

ている。画像生成手段１２は、マトリックス状に配置さ

れた複数のレンズ等から成るユニットＵを具備している

ので、このユニットＵの数に対応した２次元画像を取得

することができる。また、各ユニットＵ同士の相対的な

位置は極めて正確に事前に把握することができるので、

３次元位置を算出するための計算を正確に且つ容易に行

うことができる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 同 一 平 面 上 の 異 な る 位 置 に マ ト リ ッ ク ス 状 に 配 置 さ れ た 複 数 の ユ ニ ッ ト を 具 備 し 、 複 数
の ２ 次 元 画 像 を 取 得 す る 撮 像 手 段 と 、
　 前 記 複 数 の ２ 次 元 画 像 を 統 合 し て ３ 次 元 画 像 を 生 成 す る 画 像 生 成 手 段 と を 具 備 す る こ と
を 特 徴 と す る 画 像 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 画 像 生 成 手 段 で は 、 照 度 差 ス テ レ オ 法 に よ り 前 記 ３ 次 元 画 像 を 生 成 す る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ 記 載 の 画 像 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 画 像 生 成 手 段 で は 、 相 互 相 関 係 数 を 算 出 す る こ と に よ り 前 記 ２ 次 元 画 像 ど う し の 対
応 点 を 検 出 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 画 像 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ユ ニ ッ ト は 、 １ つ の レ ン ズ と 、 前 記 レ ン ズ の 下 方 に 配 置 さ れ た 撮 像 素 子 か ら 成 る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 画 像 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 細 長 い 挿 入 部 を 有 す る 内 視 鏡 に 於 い て 、
　 前 記 挿 入 部 に 設 け ら れ て 、 同 一 平 面 上 の 異 な る 位 置 に マ ト リ ッ ク ス 状 に 配 置 さ れ た 複 数
の ユ ニ ッ ト を 具 備 し 、 複 数 の ２ 次 元 画 像 を 取 得 す る 撮 像 手 段 と 、
　 前 記 複 数 の ２ 次 元 画 像 を 統 合 し て ３ 次 元 画 像 を 生 成 す る 画 像 生 成 手 段 と を 具 備 す る こ と
を 特 徴 と す る 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 画 像 生 成 手 段 で は 、 照 度 差 ス テ レ オ 法 に よ り 前 記 ３ 次 元 画 像 を 生 成 す る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 ５ 記 載 の 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 画 像 生 成 手 段 で は 、 相 互 相 関 係 数 を 算 出 す る こ と に よ り 前 記 ２ 次 元 画 像 ど う し の 対
応 点 を 検 出 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載 の 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 ユ ニ ッ ト は 、 １ つ の レ ン ズ と 、 前 記 レ ン ズ の 下 方 に 配 置 さ れ た 撮 像 素 子 か ら 成 る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載 の 内 視 鏡 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 画 像 処 理 装 置 お よ び そ れ を 用 い た 内 視 鏡 に 関 し 、 特 に 、 複 数 の ２ 次 元 画 像 か ら
３ 次 元 画 像 を 高 精 度 に 生 成 す る 画 像 処 理 装 置 お よ び そ れ を 用 い た 内 視 鏡 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ３ 次 元 の 画 像 を 得 る 方 法 と し て 、 ２ つ 以 上 の 視 点 に 配 置 さ れ た カ メ ラ か ら ２ 次 元 画 像 を
撮 影 し 、 こ れ ら の 画 像 の 視 差 を 用 い て ３ 次 元 の 画 像 を 生 成 す る 方 法 が あ る （ 下 記 非 特 許 文
献 １ を 参 照 。 ） 。 こ の 方 法 で は 、 ３ 次 元 の 画 像 を 生 成 す る た め に 、 ２ 次 元 画 像 の 複 数 の 対
応 点 を 対 応 づ け す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 記 対 応 付 け の 具 体 的 な 方 法 と し て は 、 相 関 法 に よ る 方 法 と 、 評 価 関 数 に よ る 方 法 と が
あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 相 関 法 に よ る 対 応 付 け の 方 法 で は 、 ２ 次 元 画 像 の 局 所 的 な パ タ ー ン を 比 較 す る こ と に よ
り 、 対 応 付 け を 行 う 。 具 体 的 に は 、 先 ず 、 一 方 の ２ 次 元 画 像 の 一 点 に 付 き 所 定 の 画 素 数 か
ら 成 る ウ ィ ン ド ウ を 設 定 す る 。 そ し て 、 他 方 の ２ 次 元 画 像 の 中 の ウ ィ ン ド ウ の 類 似 度 を 計
測 し て 、 最 も 類 似 度 が 高 い ウ ィ ン ド ウ に 対 応 す る 一 点 を 対 応 と す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
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　 評 価 関 数 に よ る 対 応 づ け の 方 法 は 、 相 関 法 に よ り 対 応 が 見 つ か ら な い 画 素 に つ い て 適 用
さ せ る こ と が で き る 。 こ の 方 法 で は 、 評 価 関 数 を 定 義 し て 、 こ の 関 数 を 最 小 化 す る こ と に
よ り 視 差 を 得 る こ と が で き る 。 評 価 関 数 を 用 い る こ と に よ り 、 明 る さ の パ タ ー ン だ け で は
対 応 が 決 ま ら な い 画 素 に つ い て も 、 視 差 を 与 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 一 方 、 医 療 の 分 野 で は 内 視 鏡 が 多 用 さ れ て お り 、 特 に 近 年 で は 、 患 者 に 負 担 の 少 な い 内
視 鏡 外 科 手 術 が 行 わ れ る よ う に な っ て き た 。 内 視 鏡 の 先 端 部 に は Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ 等 の 撮 像 手
段 が 設 け ら れ て お り 、 Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ に よ り 取 得 さ れ た 画 像 デ ー タ は 、 モ ニ タ に 映 し 出 さ れ
る 。 使 用 者 で あ る 医 師 は 、 モ ニ タ に 映 し 出 さ れ る 画 像 を 確 認 し つ つ 、 内 視 鏡 を 操 作 し て い
た 。
【 非 特 許 文 献 １ 】 徐 　 剛 、 ３ 次 元 ビ ジ ョ ン 、 共 立 出 版 、 ｐ ９ ５ － ｐ １ ０ ３
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し な が ら 、 上 述 し た ３ 次 元 画 像 の 生 成 方 法 で は 、 基 と な る ２ 次 元 画 像 の 画 素 数 が 十
分 で な く 粗 い 画 像 で あ る 場 合 、 画 素 の 対 応 が 発 見 困 難 に な る こ と が あ っ た 。 従 っ て 、 生 成
さ れ る ３ 次 元 画 像 の 位 置 精 度 が 低 下 し 、 鮮 明 な ３ 次 元 画 像 を 得 る の が 困 難 で あ る 問 題 が あ
っ た 。 ま た 、 異 な る 位 置 に 配 置 さ れ た カ メ ラ を 用 い て 撮 影 し て い た の で 、 カ メ ラ の 位 置 を
正 確 に 把 握 す る こ と が 困 難 で あ り 、 再 現 性 の 高 い ３ 次 元 画 像 を 得 る の が 困 難 で あ る 問 題 も
あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 従 来 の 内 視 鏡 に よ り 取 得 さ れ る 画 像 は ２ 次 元 の 画 像 で あ り 、 更 に 画 像 が 粗 く 視 野
が 狭 い 。 従 っ て 、 内 視 鏡 に よ り 得 ら れ る 画 像 か ら 、 人 体 内 部 の 状 況 を 詳 細 に 知 る こ と は 困
難 で あ っ た 。 こ の こ と に よ り 、 内 視 鏡 を 使 用 す る 医 師 が 過 度 に 疲 労 し た り 、 医 療 事 故 を 発
生 さ せ る 原 因 と な っ て い た 。 こ こ で 、 内 視 鏡 の 先 端 部 に 複 数 の カ メ ラ を 設 け る と 、 ３ 次 元
の 画 像 を 取 得 す る こ と が 可 能 で あ る 。 し か し な が ら 、 直 径 が １ ｃ ｍ 程 度 の 細 い 内 視 鏡 の 先
端 部 に 、 多 数 個 の 高 性 能 な カ メ ラ を 設 け る こ と は 非 常 に 困 難 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 問 題 を 鑑 み て 成 さ れ た も の で あ る 。 本 発 明 の 主 た る 目 的 は 、 複 数 の ２ 次
元 の 画 像 か ら 鮮 明 な ３ 次 元 画 像 を 取 得 可 能 な 画 像 処 理 装 置 お よ び そ れ を 用 い た 内 視 鏡 を 提
供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 画 像 処 理 装 置 は 、 同 一 平 面 上 の 異 な る 位 置 に マ ト リ ッ ク ス 状 に 配 置 さ れ た 複 数
の ユ ニ ッ ト を 具 備 し 、 複 数 の ２ 次 元 画 像 を 取 得 す る 撮 像 手 段 と 、 前 記 複 数 の ２ 次 元 画 像 を
統 合 し て ３ 次 元 画 像 を 生 成 す る 画 像 生 成 手 段 と を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 更 に 、 本 発 明 の 画 像 処 理 装 置 で は 、 前 記 画 像 生 成 手 段 で は 、 照 度 差 ス テ レ オ 法 に よ り 前
記 ３ 次 元 画 像 を 生 成 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 更 に 、 本 発 明 の 画 像 処 理 装 置 で は 、 前 記 画 像 生 成 手 段 で は 、 相 互 相 関 係 数 を 算 出 す る こ
と に よ り 前 記 ２ 次 元 画 像 ど う し の 対 応 点 を 検 出 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 更 に 、 本 発 明 の 画 像 処 理 装 置 で は 、 前 記 ユ ニ ッ ト は 、 １ つ の レ ン ズ と 、 前 記 レ ン ズ の 下
方 に 配 置 さ れ た 撮 像 素 子 か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 内 視 鏡 は 、 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 細 長 い 挿 入 部 を 有 す る 内 視 鏡 に 於 い て 、 前 記 挿
入 部 に 設 け ら れ て 、 同 一 平 面 上 の 異 な る 位 置 に マ ト リ ッ ク ス 状 に 配 置 さ れ た 複 数 の ユ ニ ッ
ト を 具 備 し 、 複 数 の ２ 次 元 画 像 を 取 得 す る 撮 像 手 段 と 、 前 記 複 数 の ２ 次 元 画 像 を 統 合 し て
３ 次 元 画 像 を 生 成 す る 画 像 生 成 手 段 と を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 。
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【 ０ ０ １ ５ 】
　 更 に 、 本 発 明 の 内 視 鏡 で は 、 前 記 画 像 生 成 手 段 で は 、 照 度 差 ス テ レ オ 法 に よ り 前 記 ３ 次
元 画 像 を 生 成 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 更 に 、 本 発 明 の 内 視 鏡 で は 、 前 記 画 像 生 成 手 段 で は 、 相 互 相 関 係 数 を 算 出 す る こ と に よ
り 前 記 ２ 次 元 画 像 ど う し の 対 応 点 を 検 出 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 更 に 、 本 発 明 の 内 視 鏡 で は 、 前 記 ユ ニ ッ ト は 、 １ つ の レ ン ズ と 、 前 記 レ ン ズ の 下 方 に 配
置 さ れ た 撮 像 素 子 か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 画 像 処 理 装 置 に 依 れ ば 、 平 面 的 に 多 数 の ユ ニ ッ ト が 配 置 さ れ た 撮 像 手 段 に よ り
得 ら れ た ２ 次 元 画 像 を 基 に 、 ３ 次 元 画 像 を 生 成 し て い る 。 従 っ て 、 各 ユ ニ ッ ト の 相 対 的 な
位 置 関 係 を 極 め て 正 確 に 把 握 で き る こ と か ら 、 生 成 さ れ る ３ 次 元 画 像 を 精 密 化 さ せ る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 内 視 鏡 に 依 れ ば 、 よ り 鮮 明 な ３ 次 元 の 画 像 を 得 ら れ る の で 、 内 視 鏡 を 使
用 す る 医 師 へ 与 え る 負 担 を 軽 減 さ せ 、 更 に 、 医 療 事 故 の 発 生 を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 下 、 図 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ＜ 第 １ の 実 施 の 形 態 ＞
　 こ こ で は 、 画 像 処 理 装 置 お よ び そ れ を 用 い た 内 視 鏡 の 構 成 お よ び 動 作 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ を 参 照 し て 、 本 発 明 の 画 像 処 理 装 置 １ ０ は 、 複 数 の ２ 次 元 画 像 を 取 得 す る 撮 像 手 段
１ １ と 、 複 数 の ２ 次 元 画 像 か ら ３ 次 元 画 像 を 生 成 す る 画 像 生 成 手 段 １ ２ を 具 備 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 撮 像 手 段 １ １ は 、 Ｃ Ｃ Ｄ （ Ｃ ｈ ａ ｒ ｇ ｅ ｄ 　 Ｃ ｏ ｕ ｐ ｌ ｅ ｄ 　 Ｄ ｅ ｖ ｉ ｃ ｅ ） 等 の 個 体
撮 像 素 子 を 採 用 す る こ と が で き る 。 こ こ で は 、 複 数 の ユ ニ ッ ト を 具 備 す る 撮 像 手 段 １ １ が
用 意 さ れ 、 複 数 （ 例 え ば 数 百 個 ） の ２ 次 元 画 像 １ ５ Ａ 、 １ ５ Ｂ 、 １ ５ Ｃ が 取 得 さ れ る 。 撮
像 手 段 １ １ は 、 平 面 的 に マ ト リ ッ ク ス 状 に ユ ニ ッ ト が 配 置 さ れ て い る 。 従 っ て 、 同 一 の 被
写 体 を 同 時 に 撮 像 手 段 １ １ に て 撮 影 す る と 、 個 々 の ユ ニ ッ ト に よ り 得 ら れ る ２ 次 元 画 像 は
図 柄 が 若 干 異 な っ て い る （ ず れ て い る ） 。 ユ ニ ッ ト の 詳 細 は 後 述 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 画 像 生 成 手 段 １ ２ は 、 撮 像 手 段 １ １ に よ り 撮 影 さ れ た 複 数 の ２ 次 元 画 像 か ら ３ 次 元 画 像
１ ６ を 生 成 す る 。 上 記 し た よ う に 、 平 面 的 に 異 な る 位 置 に 配 置 さ れ た 複 数 の ユ ニ ッ ト を 有
す る 撮 像 手 段 １ １ に て 撮 影 さ れ た 個 々 の ２ 次 元 画 像 は 、 各 々 の 図 柄 が 若 干 異 な っ て い る 。
本 実 施 の 形 態 で は 、 こ の 性 質 を 利 用 し て 複 数 の ２ 次 元 画 像 か ら ３ 次 元 画 像 １ ６ を 生 成 し て
い る 。 撮 像 手 段 １ １ に よ り 得 ら れ る ２ 次 元 画 像 の 画 素 数 が 十 分 で な い 場 合 、 ３ 次 元 画 像 の
３ 次 元 位 置 精 度 が 十 分 で 無 い 場 合 も あ る 。 本 実 施 の 形 態 で は 、 １ つ の 基 板 上 に 規 則 性 を 持
っ て 配 設 さ れ た ユ ニ ッ ト を 用 い る こ と で 、 ３ 次 元 画 像 の 位 置 の 算 出 を 容 易 に し 、 更 に 、 計
算 精 度 を 高 く し て い る 。 こ こ で は 、 ３ 次 元 モ デ ル と し て ３ 角 形 の メ ッ シ ュ 格 子 を 用 い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 形 態 で は 、 画 像 生 成 手 段 １ ２ 等 の 画 像 を 処 理 す る 手 段 は 、 例 え ば Ｌ Ｓ Ｉ 等 の 半 導 体 素
子 ま た は ソ フ ト ウ ェ ア に よ り 実 現 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ こ で 、 複 数 の ２ 次 元 画 像 か ら ３ 次 元 画 像 を 生 成 す る 方 法 と し て は 、 例 え ば 照 度 差 ス テ
レ オ 法 や マ ル チ ベ ー ス ラ イ ン ス テ レ オ 法 が 挙 げ ら れ る 。 本 形 態 で は 、 照 度 差 ス テ レ オ 法 を
採 用 し 、 こ の 方 法 を 用 い た シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 結 果 は 後 述 す る 。 ま た 、 ２ 次 元 の 画 像 同 士 の
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相 対 的 な 位 置 を 検 出 す る 方 法 と し て 、 本 形 態 で は 相 互 相 関 係 数 を 算 出 す る 手 法 を 採 用 し て
い る が 、 こ の 手 法 の 詳 細 に 関 し て も 詳 述 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ２ （ Ａ ） を 参 照 し て 、 本 実 施 の 形 態 に て 撮 像 手 段 と し て 利 用 可 能 な 画 像 入 力 装 置 ２ ０
の 構 成 を 説 明 す る 。 画 像 入 力 装 置 ２ ０ は 、 受 光 素 子 ア レ イ ２ ３ と 、 こ の 受 光 素 子 ア レ イ ２
３ の 上 部 に 配 置 さ れ た 隔 壁 層 ２ ６ お よ び レ ン ズ ア レ イ ２ １ と か ら 成 る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 受 光 素 子 ア レ イ ２ ３ の 表 面 は 、 Ｃ Ｃ Ｄ ま た は Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ か ら 成 る 受 光 素 子 ２ ７ が マ ト リ ッ
ク ス 状 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 隔 壁 層 ２ ６ は 、 格 子 状 に 組 み 合 わ さ れ た 隔 壁 ２ ５ か ら な り 、 受 光 素 子 に ノ イ ズ が 侵 入 す
る こ と を 防 止 す る 機 能 を 有 す る 。 隔 壁 ２ ５ は 、 受 光 素 子 ア レ イ ２ ３ か ら レ ン ズ ア レ イ ２ １
に 至 る ま で 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 レ ン ズ ア レ イ ２ １ は 、 マ ト リ ッ ク ス 状 に 配 置 さ れ た 複 数 個 の レ ン ズ ２ ４ か ら な り 、 各 レ
ン ズ ２ ４ は 、 隔 壁 層 ２ ６ の 上 部 に 固 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 レ ン ズ ア レ イ ２ １ の 微 小 な レ ン ズ ２ ４ に 対 し て 、 受 光 素 子 ア レ イ ２ ３ の 複 数 の 受 光 素 子
２ ７ が 対 応 し て い る 。 更 に 、 隔 壁 層 ２ ６ の １ 格 子 部 分 は １ つ の レ ン ズ ２ ４ に 対 応 し て い る
。 そ し て 、 鎖 線 に よ る 角 柱 で 示 す よ う に 、 １ つ の レ ン ズ ２ ４ 、 １ 格 子 部 分 の 隔 壁 ２ ５ お よ
び そ の 下 方 に 位 置 す る 受 光 素 子 ２ ７ に よ り 、 １ つ の 信 号 処 理 単 位 で あ る ユ ニ ッ ト Ｕ が 構 成
さ れ て い る 。 １ つ の ユ ニ ッ ト Ｕ に よ り １ つ の ２ 次 元 画 像 が 取 得 可 能 で あ る 。 画 像 入 力 装 置
２ ０ で は 、 例 え ば ６ ０ ０ 個 程 度 の ユ ニ ッ ト Ｕ が 形 成 さ れ る 。 従 っ て 、 画 像 入 力 装 置 ２ ０ は
、 同 時 に 例 え ば ６ ０ ０ 個 の ２ 次 元 画 像 が 取 得 可 能 で あ る 。 ま た 、 １ つ の ユ ニ ッ ト Ｕ 当 た り
、 ４ ０ ０ 個 程 度 の Ｃ Ｃ Ｄ 素 子 を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 画 像 入 力 装 置 ２ ０ の 具 体 的 な 平 面 的 大 き さ は 、 例 え ば ８ ｍ ｍ × ７ ｍ ｍ 程 度 で あ る 。 そ し
て 、 ユ ニ ッ ト Ｕ は 、 約 ２ ０ ０ μ ｍ ピ ッ チ に て ６ ０ ０ 個 程 度 が 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 実 施 の 形 態 で は 、 非 常 に 高 い レ ン ズ ２ ４ （ ユ ニ ッ ト Ｕ ） 同 士 の 相 対 的 な 位 置 精 度 を 用
い て い る 。 従 っ て 、 位 置 精 度 に 優 れ た ３ 次 元 画 像 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 従 来 に 於 い て は 、 例 え ば 、 ス タ ジ オ 内 に 配 置 さ れ た ２ ～ ３ 台 程 度 の カ メ ラ を 用 い て ３ 次
元 の 画 像 が 生 成 さ れ て い た 。 し か し な が ら 、 こ の 方 法 で あ る と 、 ３ 次 元 画 像 を 算 出 す る た
め に 、 カ メ ラ 同 士 の 位 置 や カ メ ラ の 角 度 等 を 計 測 す る 必 要 が あ り 、 更 に 、 ３ 次 元 画 像 の 位
置 の 算 出 も 煩 雑 で あ っ た 。 本 形 態 で は 、 上 述 し た よ う に 各 ユ ニ ッ ト Ｕ の 撮 像 素 子 は 、 半 導
体 製 造 工 程 に よ り 、 極 め て 高 い 位 置 精 度 で 作 り 込 ま れ て い る 。 従 っ て 、 各 ユ ニ ッ ト の 相 対
的 な 位 置 関 係 は 基 本 的 に 不 変 で あ り 、 個 別 に 計 測 す る 必 要 が な い 。 各 要 素 の 設 計 値 を そ の
ま ま 、 ３ 次 元 位 置 の 算 出 に 用 い る こ と が で き る 。 こ の こ と が 、 得 ら れ る ３ 次 元 画 像 を 鮮 明
な も の と し 、 計 算 に か か る コ ス ト を 低 減 さ せ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ２ （ Ｂ ） を 参 照 し て 、 上 記 し た 画 像 入 力 装 置 ２ ０ が 組 み 込 ま れ た 内 視 鏡 の 構 成 を 説 明
す る 。 こ こ で は 、 人 体 の 体 膣 内 に 挿 入 さ れ る 細 長 い 挿 入 部 ２ ８ の 先 端 部 側 面 に 画 像 入 力 装
置 ２ ０ が 設 け ら れ て い る 。 具 体 的 に は 、 挿 入 部 ２ ８ の 先 端 部 の 側 面 に 、 多 数 個 の ユ ニ ッ ト
が 平 面 的 に 設 け ら れ た 画 像 入 力 装 置 ２ ０ が 固 着 さ れ て い る 。 ま た 、 挿 入 部 ２ ８ の 先 端 部 の
他 の 部 分 に は 、 画 像 入 力 装 置 ２ ０ に 接 近 し て 、 Ｌ Ｅ Ｄ 等 の 発 光 素 子 か ら 成 る 発 光 部 ２ ９ が
設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 上 記 構 成 の 内 視 鏡 の 使 用 方 法 は 例 え ば 次 の 通 り で あ る 。 先 ず 、 使 用 者 で あ る 医 者 が 、 内
視 鏡 の 細 長 い 挿 入 部 ２ ８ を 、 患 者 の 食 道 等 の 体 膣 内 に 挿 入 す る 。 次 に 、 発 光 部 ２ ９ か ら 体
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膣 内 に 光 を 照 射 し 、 体 膣 の 内 壁 に よ り 反 射 し た 光 を 画 像 入 力 装 置 ２ ０ で 撮 影 す る 。 画 像 入
力 装 置 ２ ０ に 備 え ら れ た 多 数 個 の ユ ニ ッ ト Ｕ に よ り 、 数 百 個 の ２ 次 元 画 像 が 取 得 さ れ 、 こ
れ ら の ２ 次 元 画 像 を 組 み 合 わ せ て 精 密 な ３ 次 元 画 像 が 生 成 さ れ る 。 こ の ３ 次 元 の 画 像 は 、
外 部 に 配 置 さ れ た テ レ ビ 等 の モ ニ タ に ほ ぼ リ ア ル タ イ ム （ 同 時 ） に 映 し 出 さ れ る 。 使 用 者
で あ る 医 者 は 、 映 し 出 さ れ る ３ 次 元 画 像 に よ り 、 患 者 の 体 膣 の 状 態 を 正 確 に 知 る こ と が で
き る 。 更 に 、 こ の ３ 次 元 画 像 を 確 認 し つ つ 、 手 術 を 行 う こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 次 に 、 図 ３ お よ び 図 ４ を 参 照 し て 、 上 述 し た 構 成 の 画 像 処 理 装 置 １ ０ を 用 い て 生 成 さ れ
た ３ 次 元 画 像 を 紹 介 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ３ に は 、 異 な る 視 点 か ら 撮 影 さ れ た ２ 次 元 画 像 １ ５ Ａ 、 １ ５ Ｂ 、 １ ５ Ｃ が 示 さ れ て い
る 。 こ こ で は 、 地 表 を 上 空 か ら 撮 影 し た ２ 次 元 画 像 が 一 例 と し て 表 示 さ れ て い る 。 各 々 の
２ 次 元 画 像 １ ５ は 、 異 な る 視 点 か ら 撮 影 さ れ て い る の で 、 そ れ ら の 図 柄 は 若 干 異 な っ て い
る 。 本 実 施 の 形 態 で は 、 図 ２ （ Ａ ） に 構 造 を 示 し た 数 百 個 の ユ ニ ッ ト Ｕ の 各 々 か ら 、 ２ 次
元 画 像 １ ５ を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ４ を 参 照 し て 、 上 記 し た 多 数 個 の ２ 次 元 画 像 １ ５ を 元 に 、 ３ 次 元 画 像 １ ６ を 生 成 す る
。 こ こ で は 、 ２ 次 元 画 像 の 特 徴 点 を 抽 出 し て 対 応 づ け を 行 い 、 照 度 差 ス テ レ オ 法 等 に よ り
被 写 体 の ３ 次 元 的 な 位 置 を 算 出 す る 方 法 に よ り 、 ３ 次 元 画 像 １ ６ を 生 成 す る こ と が で き る
。 上 述 し た よ う に 、 本 形 態 で は 、 一 平 面 上 に ユ ニ ッ ト を 密 集 し て 配 置 さ せ た 撮 像 手 段 を 用
い る の で 、 比 較 的 高 精 度 な ３ 次 元 の 画 像 を 生 成 す る こ と が で き る 。 ３ 次 元 画 像 の 生 成 方 法
は 、 上 述 し た よ う に 、 照 度 差 ス テ レ オ 法 や マ ル チ ベ ー ス ラ イ ン ス テ レ オ 法 が 考 え ら れ る が
、 本 形 態 で は 照 度 差 ス テ レ オ 法 を 用 い て い る 。 こ の 方 法 の 詳 細 お よ び シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 結
果 は 、 後 述 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 本 実 施 の 形 態 で は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 ３ 次 元 画 像 の 表 面 形 状 モ デ ル と し て 、 ３ 角 形 の
メ ッ シ ュ 格 子 を 用 い る 。 ３ 角 形 の メ ッ シ ュ 格 子 で は 、 メ ッ シ ュ の 頂 点 の 値 が 高 さ 方 向 の 情
報 と な り 、 ３ 次 元 座 標 位 置 を 表 現 し て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ＜ 第 ２ の 実 施 の 形 態 ＞
　 本 形 態 で は 、 照 度 差 ス テ レ オ 法 を 用 い て 複 数 の ２ 次 元 画 像 か ら ３ 次 元 画 像 を 生 成 す る 方
法 を 、 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 結 果 と 共 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 先 ず 、 図 ５ を 参 照 し て 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 物 体 の 表 面 特 性 モ デ ル と し て ラ ン ベ ル ト モ
デ ル を 採 用 し て い る 。 ラ ン ベ ル ト モ デ ル と は 、 凹 凸 の な い 滑 ら か な 表 面 を 持 つ 物 体 に 於 け
る 拡 散 反 射 を 表 面 す る た め に 記 述 さ れ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ こ で 、 被 写 体 で あ る 物 体 表 面 の 高 さ を ｚ ＝ ｈ （ ｘ 、 ｙ ） と す る と 、 被 写 体 で あ る 物 体
表 面 の 法 線 ベ ク ト ル ｎ ｖ ＝ （ ａ ｖ 、 ｂ ｖ 、 ｃ ｖ ） は 下 記 式 （ １ ） で 与 え ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
【 数 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　 ま た 、 光 源 か ら 被 写 体 ３ ２ の 表 面 に 向 か う 入 射 光 量 を Θ ０ 、 入 射 光 ベ ク ト ル を ｎ １ ＝ （
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ａ １ 、 ｂ １ 、 ｃ １ ） と す る と 、 被 写 体 ３ ２ の 表 面 が 完 全 拡 散 特 性 を 持 つ 場 合 の レ ン ズ ２ ４
Ａ へ の 入 射 光 量 Θ １ は 、 下 記 式 （ ２ ） で 与 え ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
【 数 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　 同 様 に 、 レ ン ズ ２ ４ Ａ に 隣 接 す る レ ン ズ ２ ４ Ｂ へ の 入 射 光 量 Θ ２ は 、 入 射 ベ ク ト ル を ｎ

２ ＝ （ ａ ２ 、 ｂ ２ 、 ｃ ２ ） と す る と 、 下 記 式 （ ３ ） で 与 え ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
【 数 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　 上 記 式 （ ２ ） お よ び 式 （ ３ ） に よ り 、 被 写 体 の 法 線 ベ ク ト ル ａ ｖ お よ び ｂ ｖ を 求 め る こ
と が で き 、 高 さ 方 向 の デ ー タ を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 即 ち 、 本 形 態 で は 、 隣 接 す る ２ つ の レ ン ズ ２ ４ Ａ お よ び ２ ４ Ｂ に 入 射 す る 入 射 光 か ら 、
被 写 体 ３ ２ の 表 面 の 法 線 ベ ク ト ル （ 高 さ 方 向 の デ ー タ ） が 得 ら れ る 。 従 っ て 、 ２ 次 元 画 像
の 個 数 に 応 じ て 、 高 さ 方 向 の デ ー タ を 得 る こ と が で き る 。 こ の こ と か ら 、 ユ ニ ッ ト の 個 数
に 応 じ た 数 百 個 の ３ 次 元 画 像 を 取 得 し て 、 こ れ ら を 用 い て 精 度 を 高 め る こ と が 可 能 で あ る
。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 こ こ で 、 被 写 体 ３ ２ の ３ 次 元 的 な 位 置 を 算 出 す る た め に は 、 隣 接 す る レ ン ズ 同 士 の 相 対
的 な 位 置 が 正 確 に 把 握 さ れ る こ と が 好 ま し い 。 本 形 態 で は 、 図 ２ を 参 照 し て 、 １ 枚 の 半 導
体 基 板 上 に 、 隔 壁 層 ２ ６ お よ び レ ン ズ ２ ４ を 作 り 込 む こ と に よ り 画 像 入 力 装 置 を 構 成 し て
い る 。 従 っ て 、 隣 接 す る レ ン ズ 同 士 の 相 対 的 な 位 置 は 、 極 め て 高 精 度 に 算 出 可 能 で あ り 、
不 変 で あ る の で 、 被 写 体 の ３ 次 元 位 置 を 極 め て 正 確 に 算 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 次 に 、 図 ６ を 参 照 し て 、 ２ 枚 の ２ 次 元 画 像 の 位 置 合 わ せ を 行 う 方 法 （ 相 関 解 析 法 ） を 説
明 す る 。 ２ 枚 の ２ 次 元 画 像 か ら ３ 次 元 画 像 を 生 成 す る た め に は 、 画 像 同 士 の 対 応 し て い る
箇 所 を 特 定 す る 必 要 が あ る 。 こ の 方 法 と し て は 数 々 の 方 法 が 提 案 さ れ て い る が 、 本 形 態 で
は 精 度 が 高 い 相 関 解 析 法 を 用 い て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 ６ に 示 す よ う に 、 相 関 解 析 法 （ ス テ レ オ 画 像 法 ） で は 、 ２ 枚 の ２ 次 元 画 像 の 中 の あ る
限 定 し た 範 囲 （ ｎ ｘ × ｎ ｙ ） を 設 定 し 、 こ の 範 囲 に 於 い て 下 記 式 （ ４ ） に 示 す 相 互 相 関 係
数 ρ を 求 め る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
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【 数 ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 次 に 、 片 方 の 画 像 を １ 画 素 移 動 さ せ て 、 再 度 、 相 互 相 関 係 数 ρ を 求 め る 。 こ れ を 縦 横 方
向 に 行 い 、 得 ら れ た 相 関 係 数 が 最 大 と な る 点 を 求 め れ ば 、 こ れ が ２ 枚 の 画 像 で 同 一 場 所 を
示 す 対 応 点 と な る 。 上 記 式 ４ を 全 て の 画 素 に つ い て 計 算 す る こ と に よ り 、 ２ 枚 の 画 像 の 各
画 素 の 対 応 点 を 求 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ＜ 第 ３ の 実 施 の 形 態 ＞
　 図 ７ お よ び 図 ８ を 参 照 し て 、 次 に 、 上 記 し た 照 度 差 ス テ レ オ 法 を 用 い て 生 成 さ れ た ３ 次
元 画 像 の 精 度 を 確 認 す る た め に 行 っ た 実 験 結 果 を 説 明 す る 。 図 ７ は 実 験 の 概 要 を 示 す 図 で
あ り 、 図 ８ （ Ａ ） は 実 験 結 果 を 示 す 表 で あ り 、 図 ８ （ Ｂ ） は 実 験 結 果 を 示 す グ ラ フ で あ る
。 本 実 験 で は 、 球 状 の ボ ー ル を 被 写 体 ３ ２ と し て 、 こ の 被 写 体 ３ ２ の 形 状 が 本 発 明 の 画 像
装 置 に よ り ど の 程 度 再 現 さ れ る か を 確 認 し た 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 ７ を 参 照 し て 、 先 ず 、 実 験 の 条 件 を 説 明 す る 。 ボ ー ル で あ る 被 写 体 ３ ２ は 、 原 点 （ ０
、 ０ 、 ０ ） に 載 置 し た 。 そ し て 、 撮 像 モ ジ ュ ー ル ３ ０ （ 上 記 し た 画 像 撮 像 装 置 ２ ０ ） は 、
不 図 示 の レ ン ズ を 被 写 体 ３ ２ に 向 け た 状 態 で （ ０ 、 ０ 、 ２ ０ ） に 載 置 し た 。 更 に 、 光 源 で
あ る ラ イ ト ３ １ は 、 （ １ ０ 、 ２ ． ５ 、 ２ ０ ） に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 上 記 の よ う に 各 装 置 を 配 置 し た 後 は 、 ラ イ ト ３ １ に よ り 照 射 さ れ た 被 写 体 ３ ２ を 撮 像 モ
ジ ュ ー ル ３ ０ に よ り 撮 影 す る 。 こ の こ と に よ り 、 撮 像 モ ジ ュ ー ル ３ ０ に よ り 例 え ば 数 百 個
の ２ 次 元 の 画 像 が 得 ら れ る 。 本 実 験 で は 、 先 ず 、 多 数 個 の ２ 次 元 の 画 像 か ら 、 隣 接 す る ユ
ニ ッ ト に よ り 得 ら れ た ２ つ の ２ 次 元 の 画 像 を 取 り だ す 。 次 に 、 取 り 出 し た ２ つ の 画 像 を モ
ノ ク ロ 化 し た 後 に 、 形 状 抽 出 点 の 輝 度 を 測 定 す る 。 更 に 、 照 度 差 ス テ レ オ 法 を 用 い て ３ 次
元 形 状 を 抽 出 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 図 ８ （ Ａ ） に 形 状 抽 出 結 果 の 一 部 を 示 す 。 こ の 結 果 か ら 、 傾 斜 の 急 な 部 分 （ 例 え ば 、 Ｘ
座 標 が ０ で あ り 、 Ｙ 座 標 が １ ． ８ ７ ５ で あ る 地 点 ） で 、 誤 差 率 が 大 き く な っ て い る 。 こ の
原 因 は 、 急 な 斜 面 で は 画 像 が 粗 く 、 輝 度 が 高 精 度 で 得 ら れ な い の が 原 因 で あ る と 思 わ れ る
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。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 図 ８ （ Ｂ ） は 形 状 抽 出 デ ー タ を グ ラ フ 化 し た も の で あ る 。 線 の 交 わ っ て い る 点 が 、 今 回
の 形 状 抽 出 を 行 っ た 点 で あ る 。 形 状 抽 出 に よ り 算 出 さ れ た 点 同 士 は 、 直 線 に よ り 補 わ れ て
い る 。 点 同 士 の 間 の 距 離 が 長 い た め 、 粗 い 形 状 と な っ て い る が 、 ボ ー ル の 立 体 感 が 見 え る
。 こ の グ ラ フ が 略 半 球 形 状 と 成 っ て い る の は 、 被 写 体 で あ る ボ ー ル の 半 球 の み が 撮 影 さ れ
る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 以 上 の 実 験 か ら 、 本 形 態 の 撮 像 モ ジ ュ ー ル ３ ０ を 用 い る こ と に よ り 、 被 写 体 の ３ 次 元 形
状 が 忠 実 に 再 現 さ れ た ３ 次 元 画 像 を 生 成 可 能 な こ と が 明 ら か に な っ た 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ＜ そ の 他 の 実 施 の 形 態 ＞
　 ３ 次 元 画 像 を 生 成 す る 本 形 態 の 画 像 処 理 装 置 に は 、 例 え ば 以 下 の 手 段 を 付 加 し て も 良 い
。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 例 え ば 、 画 像 生 成 手 段 １ ２ に よ り 得 ら れ た ３ 次 元 画 像 を 補 正 す る 画 像 補 正 手 段 を 付 加 し
て も 良 い 。 こ の 画 像 補 正 手 段 で は 、 先 ず 、 画 像 生 成 手 段 １ ２ に よ り 得 ら れ た ３ 次 元 画 像 １
６ を 、 個 々 の ２ 次 元 画 像 １ ５ Ａ 、 １ ５ Ｂ 、 １ ５ Ｃ に 投 影 す る 。 次 に 、 ラ ン ベ ル ト モ デ ル 等
を 用 い て 、 ２ 次 元 画 像 １ ５ Ａ 、 １ ５ Ｂ 、 １ ５ Ｃ の 画 素 情 報 （ 輝 度 ） を 基 に 法 線 ベ ク ト ル を
算 出 し 、 ３ 次 元 画 像 １ ６ の ３ 次 元 位 置 を 補 正 し て 、 補 正 さ れ た 複 数 の ３ 次 元 画 像 を 生 成 す
る 。 こ こ で は 、 ２ 次 元 画 像 の 数 （ 例 え ば 数 百 個 ） と 同 じ 数 の 補 正 さ れ た ３ 次 元 画 像 が 生 成
さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 更 に 、 上 記 の よ う に 補 正 さ れ た ３ 次 元 画 像 を 統 合 す る 手 段 を 設 け て も 良 い 。 具 体 的 に は
、 補 正 さ れ た 複 数 の ３ 次 元 画 像 を 統 合 し て 、 １ つ の ３ 次 元 画 像 を 生 成 す る 。 更 に 、 こ の 統
合 を 行 う 際 に 、 最 適 化 手 段 （ ベ イ ズ 推 定 ） に よ り ３ 次 元 位 置 情 報 の 最 適 化 を 行 う と 、 得 ら
れ る ３ 次 元 画 像 の 位 置 精 度 を 更 に 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ６ １ 】
　 本 発 明 の 画 像 処 理 装 置 は 、 例 え ば 、 立 体 映 像 装 置 、 画 像 入 力 装 置 、 立 体 内 視 鏡 等 の 医 療
装 置 、 小 型 ロ ボ ッ ト の 目 等 の ロ ボ ッ ト 等 に 適 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 画 像 処 理 装 置 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 （ Ａ ） は 本 発 明 の 画 像 処 理 装 置 に 適 用 可 能 な 画 像 入 力 装 置 を 示 す 斜 視 図 で あ り 、
（ Ｂ ） は 本 発 明 の 内 視 鏡 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 画 像 処 理 装 置 に て 処 理 さ れ る ２ 次 元 画 像 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 画 像 処 理 装 置 に て 、 複 数 の ２ 次 元 画 像 を 用 い て 生 成 さ れ た ３ 次 元 画 像 を
示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 画 像 処 理 装 置 に て 画 像 を 処 理 す る 方 法 を 示 す 図 で あ り 、 被 写 体 の ３ 次 元
位 置 を 求 め る 原 理 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の ２ 次 元 画 像 の 対 応 点 検 索 方 法 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 画 像 処 理 装 置 を 用 い て 行 っ た 実 験 の 概 要 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 画 像 処 理 装 置 を 用 い て 行 っ た 実 験 の 結 果 を 示 す 図 で あ り 、 （ Ａ ） は 結 果
を 示 す 表 で あ り 、 （ Ｂ ） は そ れ を グ ラ フ 化 し た も の で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ３ 】
１ ０ 　 　 　 　 　 　 画 像 処 理 装 置
１ １ 　 　 　 　 　 　 撮 像 手 段
１ ２ 　 　 　 　 　 　 画 像 生 成 手 段
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１ ５ Ａ ～ １ ５ Ｃ 　 ２ 次 元 画 像
１ ６ 　 　 　 　 　 　 ３ 次 元 画 像
２ ０ 　 　 　 　 　 　 画 像 入 力 装 置
２ １ 　 　 　 　 　 　 レ ン ズ ア レ イ
２ ３ 　 　 　 　 　 　 受 光 素 子 ア レ イ
２ ４ 　 　 　 　 　 　 レ ン ズ
２ ４ Ａ 、 ２ ４ Ｂ 　 レ ン ズ
２ ５ 　 　 　 　 　 　 隔 壁
２ ６ 　 　 　 　 　 　 隔 壁 層
２ ７ 　 　 　 　 　 　 受 光 素 子
２ ８ 　 　 　 　 　 　 挿 入 部
２ ９ 　 　 　 　 　 　 発 光 部
３ ０ 　 　 　 　 　 　 撮 像 モ ジ ュ ー ル
３ １ 　 　 　 　 　 　 ラ イ ト
３ ２ 　 　 　 　 　 　 被 写 体
Ｕ 　 　 　 　 　 　 　 ユ ニ ッ ト
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ３ 】

(12) JP 2006-305332 A 2006.11.9



专利名称(译) 图像处理设备和使用其的内窥镜

公开(公告)号 JP2006305332A 公开(公告)日 2006-11-09

申请号 JP2006084425 申请日 2006-03-27

[标]申请(专利权)人(译) 基金会广岛产业振兴机构

申请(专利权)人(译) 基金会广岛产业振兴机构

[标]发明人 山田憲嗣

发明人 山田 憲嗣

IPC分类号 A61B1/04 G06T1/00

FI分类号 A61B1/04.370 G06T1/00.315 G06T1/00.290.Z A61B1/04 G06T7/00.612 G06T7/586

F-TERM分类号 4C061/BB06 4C061/CC06 4C061/LL01 4C061/LL08 4C061/NN05 4C061/SS22 5B057/AA07 5B057
/BA02 5B057/BA12 5B057/BA15 5B057/BA23 5B057/CA08 5B057/CA12 5B057/CA16 5B057/CB08 
5B057/CB13 5B057/CB16 5B057/CC01 5B057/DB02 5B057/DB09 5B057/DC05 5B057/DC32 5B057
/DC36 4C161/BB06 4C161/CC06 4C161/LL01 4C161/LL08 4C161/NN05 4C161/SS22

代理人(译) 冈田 敬

优先权 2005091260 2005-03-28 JP

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：从多个二维图像形成清晰的三维图像。解决方案：图像
处理器10配备有用于拾取二维图像的图像拾取装置11和形成来自多个二
维图像15的三维图像16的图像形成装置12.由于图像形成装置12每个单元
U包括多个以矩阵形式设置的透镜，图像形成装置12可以获取与单元U的
数量对应的二维图像。由于可以非常准确地掌握单元U的相对位置，可以
准确且容易地执行用于计算三维位置的计算。Ž

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/d55770b0-6e8f-44f4-bd27-8ceaab56a8f7
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/037472875/publication/JP2006305332A?q=JP2006305332A

